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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　詩篇 37:3-6　･････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　９番　聖なる、聖なる、聖なるかな

*交読文　････････････････ 　１３番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７５番　み霊よわれ歌う時

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：朴執事　天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ 　２５６番　目をあげ天を見よ

メッセージ　･･････････････ 神から計り与えられた、誠実を養うべき時(創世記 40 章)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　３９６番　主イエスのみ名高く

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 次週午後は成田との合同礼拝となり、横浜での英語礼拝はありません。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　わが思いは、＿＿の思いとは異なり、わが道は、＿＿の道とは異なっていると主は言われ

る。天が地よりも高いように、わが道は、＿＿の道よりも高く、わが思いは、＿＿の思いよりも

高い。天から雨が降り、雪が落ちてまた帰らず、地を潤して物を生えさせ、芽を出させて、種

まく＿＿に種を与え、食べる＿＿にかてを与える。このように、わが口から出る言葉も、むな

しくわたしに帰らない。わたしの喜ぶところのことをなし、わたしが命じ送った事を果す。

＿＿は喜びをもって出てきて、安らかに導かれて行く。山と丘とは＿＿の前に声を放って喜

び歌い、野にある木はみな手を打つ。いとすぎは、いばらに代って生え、ミルトスの木は、お

どろに代って生える。これは主の記念となり、また、とこしえのしるしとなって、絶えることはな

い」。(イザヤ 55:8-13)

主に信頼して善を行え。そうすれば＿＿はこの国に住んで、安きを得る。主によって喜びを

なせ。主は＿＿の心の願いをかなえられる。＿＿の道を主にゆだねよ。主に信頼せよ、主は

それをなしとげ、＿＿の義を光のように明らかにし、＿＿の正しいことを真昼のように明らか

にされる。(詩篇 37:3-6)

　メッセージ概要

　主は、この不正と災いに満ちた時代に、御手をのべて介入したい、と願っておられるが、出来ないでいる。

今まで主は「人という器」を用いて、時代に介入されて来たが、現代、主は介入したくても、器がいないから  、

それができない。主から大いに用いて頂く器となるためにどうすればいいか。引き続きヨセフから学びたい。

　ヨセフは正直である故、また潔白を貫いた故に、ポテファルの妻から濡れ衣を着せられ、牢屋に入れられ

てしまった。世の人は、これを「正直者は馬鹿を見る」と言うかもしれないが、そういう価値観の人は、神から

大きく用いられる器ではない。主は、きよい器をこそ用いられるからである。ヨセフは、与えられた仕事は、

奴隷仕事であっても、監獄であっても、誠実に行ったため、やる事なす事全て祝福された。その事で得た

特権や信頼、金銀を、彼は、脱獄や暴動といった自分勝手な方向には用いず、むしろ、与えられている小

さな持ち場で、誠実に住み、そこの権威に忠実に従う、という方向に用いた。それで神は、彼を後にエジプ

ト一国という、「大きな持ち場」を任せ、そしてイスラエルの全家族を救い養うという大役が任せられた。

　　『さて獄屋につながれたエジプト王の給仕役と料理役の二人は一夜の内にそれぞれ意味のある夢を

見た。』(5節)　それまでヨセフは、牢屋という狭い世界にいたため、主が与えた夢を解き明かす賜物を発

揮する機会は、ほぼ無かった。狭い世界に閉じ込められている故に、与えられている霊的な賜物が発揮

できずにいる事を、人はもどかしく思うかもしれないが、主は、  誠実を養う人のために、時を計っておられる。

　『彼らは言った、「わたしたちは夢を見ましたが、解いてくれる者がいません」。ヨセフは彼らに言った、

「解くことは神によるのではありませんか。どうぞ、わたしに話してください」。』(8節)　ヨセフは、自分に与え

られた賜物は、神からのものであり、それを用いるのは、神の栄光を現すためだ、と公言していた。

　献酌官長が夢の内容を語った時、ヨセフはその夢を見事に解き明かした。すなわち彼は、三日目に開放

され、元の地位に戻る、と。そこでヨセフは献酌官長にお願いする。ここから出た暁には、パロに自分の事

を話して、ここから出られるように計らってほしい、と。『わたしは、実はヘブル人の地からさらわれてきた者

です。またここでもわたしは地下の獄屋に入れられるような事はしなかったのです」。』(14-15節)　
ヨセフは「兄のせいで」とか、「ポティファルの妻のせいで」などと、人のした悪は言わず、ただ「わたしはここ

に入れられるような事はしなかった」とだけ言った。地を相続するのは、平和な人なのである。（マタイ 5:5）

　また、調理官長も、自分の夢をヨセフに語った。その夢の解き明かしは、調理館長には災いの内容だっ

たが、それでもヨセフは、神から与えられた事をそのまま正直に伝えた。私達も、神から与えられた事は正

しく伝えなくてはならない。たとえ災いだとわかっていても。彼がこの時、正直に伝えたからこそ、彼には確

かに神の力が宿っている、と、パロに伝えられたのだ。世の中が、いかに「正直者はばかを見る」と評価し

ても、神の国は「正直な人は地に住みつき、潔白な人は地に生き残る。」（箴言 2:21）のだ。

　果たしてヨセフの解き明かしの通りの事が、二人の身に起きた。しかし献酌官長は、ヨセフから頼まれて

いた事を、すっかり忘れてしまった。あれだけ生々しく、他方の首が飛んで、自分は助かった、というのに。

神は物事を成し遂げるために、人の心からすっかり忘れさせたり、また思い出させたりできる方である。

もしこの時、献酌官長がヨセフの願いを忘れておらず、実行し、ヨセフが釈放されていたら、彼はきっと、あ

の問題だらけの父や兄達の所に帰って、全てを父に正直に伝え、一悶着を起こして、問題だらけの家で

一生、羊飼いとして過ごしていたかもしれない。しかし、それは御心ではない。しっかり神の家族の問題が

解決され、清められ、より優れた仕事をし、より優れた民族、王国へとなって行く事が、主のご計画なのだ。

そのためにヨセフは、まだまだ、彼が望まない監獄に、居続けなくてはならなかった。そのような時期がある。

　私達も今、目の前の現実において、牢獄のような狭い世界で、つまらないと見られる事を任されていたり、

賜物を発揮できないような状況にあるとしたら、与えられている目の前の仕事を、主にあって誠実に為す

べき時である。小さな事に忠実であり続けるなら、さらに大きなことが任されるからである。(ルカ 19:17)
　目の前が牢獄であっても、主はきよらかに透き通った  天から見ておられ、時を計って、栄光に満ちた未来

を用意しておられる。主がおられる天の雰囲気、天の清らかさ、天のすがすがしさをいつも忘れず、どんな

に悪の状況でも、そのきよさを失わない皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。
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横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

